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 次　号　予　告 Vol.40, No.9

 特集 外陰部・肛位の皮膚病（女性）前号の山本先生の編集後記に引き続き，本誌へ
の新しい企画を提案したいと考えている．という
のも，私が初めての女性編集委員ということで，
何か女性ならではのテーマを考えて提案してみて
は？というご助言を編集長からいただいたからで
ある．そこで，個人的に興味深く感じているワー
クライフバランスに関する企画を提案したいと
思っている．私自身も卒業以来35年間常勤を続け
ながら，育児や家事，介護など私的な生活をこな
していくことの困難さと常に相対してきた．もっ
とも大変な時期は，私などと比べものにならない
ほど責任の重いお立場でハードなお仕事をされて
いる先輩の先生方は，いったい全体どのようにや
りくりしていらっしゃるのだろう，教えて欲しい
と強く思っていた．
近年，女医率の高い皮膚科学会で，いち早くキャ

リア支援委員会が立ち上がり，人材の長期育成と
いう観点からも，女医の抱える問題をさまざまな
形で支援しようという動きが高まっている．非常
に喜ばしいことと思う．私が若いころもこのよう
な考え方や支援があったら，どれほど助かったか
と感慨深く思うのである．
今年の皮膚科学会総会でもキャリア支援委員会

で素晴らしい講演とパネルディスカッションが開
かれた．しかし，本当にそこに参加したい人たち
が実はなかなか総会そのものに参加できないとい
う事情もある．そこで本誌でも同じような悩みを
抱えた女医たちの考えや知恵，ピンチを乗り切る
ヒントなどを後輩医師のために，自らの経験を踏
まえて語り，アドバイスするようなエッセイを書
いてもらうようなコーナーを作ってはどうかと提
案したい．子育てに限らず仕事と家庭，あるいは
趣味など，ワークライフバランスの秘訣のような
内容について，書いてくださった先生が，次はあ
の先生の話が聞きたいと思う方を指名するような
リレーエッセイの形にするのもよいかと思う．こ
の提案，いかがでしょうか？ （N.B.）
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